
貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

地▽
石
川
須
美
子
さ
ん
（
町
外
）

▽
真
屋
敏
春
さ
ん
（
入
１
区
）

　
　
方
自
治
、
社
会
福
祉
、
産
業

　
　
経
済
、
教
育
文
化
、
そ
の
他

の
町
政
発
展
に
寄
与
し
た
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

▽
加
藤
公
二
さ
ん
（
虻
田
２
区
）

　
平
成
17

年
か
ら
令

和
３
年
ま

で
の
16
年

の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺
湖
町
自
治

会
連
合
会
役
員
と
し
て
、
自
治
会

連
合
会
の
運
営
お
よ
び
地
域
振
興

活
動
に
積
極
的
に
参
画
さ
れ
、
連

合
会
会
員
相
互
の
融
和
に
努
め
ら

れ
る
な
ど
、
地
域
自
治
、
地
域
福

祉
の
振
興
発
展
に
貢
献
。

　
平
成
４
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で

の
30
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
洞
爺

地
区
の
歯
科
診
療
所
の
歯
科
医
師

お
よ
び
学
校
歯
科
医
と
し
て
、
歯

科
健
康
診
査
な
ど
の
各
種
保
健
事

業
に
参
画
さ
れ
、
地
域
の
保
健
衛

生
の
向
上
お
よ
び
児
童
生
徒
の
健

全
育
成
に
大
き
く
貢
献
。

洞
爺
湖

町
長
と
し

て
３
期
12

年
の
永
き

に
わ
た
り
町
長
と
い
う
重
責
を
担

い
、
特
に
町
財
政
の
再
建
、
洞
爺

湖
有
珠
山
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
推
進
と
入
江
貝

塚・高
砂
貝
塚
を
含
む
「
北
海
道・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界

文
化
遺
産
の
登
録
を
実
現
し
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ま
れ
た
功
績
は
顕
著

で
、
町
政
の
執
行
と
地
方
自
治
の

伸
展
に
大
き
く
貢
献
。

▽
原
田
尚
一
さ
ん
（
成
香
）

　
平
成
17

年
か
ら
令

和
４
年
ま

で
の
通
算

▽
野
田
憲
昭
さ
ん
（
虻
田
６
区
）

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
虻
田
６

区
自
治
会
役
員
と
し
て
、
自
治
会

活
動
に
積
極
的
に
参
画
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
自
治
会
の
振
興
と
発
展

に
貢
献
。

17
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
、
農
地
関
係
法

の
適
正
な
事
務
並
び
に
農
地
の
利

用
調
整
お
よ
び
最
適
化
の
推
進
や

地
域
農
業
の
振
興
に
努
め
ら
れ
、

地
域
農
業
の
向
上
と
発
展
に
大
き

く
貢
献
。

▽
小
田
切
勇
さ
ん
（
青
葉
２
区
）

20
年
の

永
き
に
わ

た
り
青
葉

２
区
自
治

会
役
員
と
し
て
、
自
治
会
活
動
に

積
極
的
に
参
画
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
自
治
会
の
振
興
と
発
展
に
貢

献
。

▽
小
林
忍
さ
ん
（
清
水
）

平
成
２

年
か
ら
令

和
４
年
ま

で
の
通
算

18
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
、
農
地
関
係
法

の
適
正
な
事
務
並
び
に
農
地
の
利

用
調
整
お
よ
び
最
適
化
の
推
進
や

地
域
農
業
の
振
興
に
努
め
ら
れ
、

地
域
農
業
の
向
上
と
発
展
に
大
き

く
貢
献
。

▽
岩
渕
祈
美
夫
さ
ん
（
成
香
）

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
遺
族
会

役
員
と
し
て
、
会
の
組
織
運
営
や

会
員
相
互
の
親
睦
に
貢
献
。

▽
毛
利
政
則
さ
ん
（
香
川
）12

年
の

永
き
に
わ

た
り
香
川

自
治
会
役

員
と
し
て
、
自
治
会
活
動
に
積
極

的
に
参
画
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
自

治
会
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
。

▽
菊
地
幸
弘
さ
ん
（
洞
第
６
）

10
年
の

永
き
に
わ

た
り
遺
族

会
役
員
と

し
て
、
会
の
組
織
運
営
や
会
員
相

互
の
親
睦
に
貢
献
。

▽
小
山
愼
市
さ
ん
（
美
沢
東
）

　
昭
和
41

年
の
曙
獅

子
舞
保
存

会
発
足
以

来
、獅
子
舞
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
、

平
成
17
年
か
ら
は
保
存
会
役
員
と

し
て
17
年
に
わ
た
り
獅
子
舞
の
継

承
に
貢
献
。
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令和４年度令和４年度 洞爺湖町表彰式洞爺湖町表彰式
令和４年度洞爺湖町表彰式が、11月３日の文化の日に、洞爺湖町役場防災研修ホールで行われました。令和４年度洞爺湖町表彰式が、11月３日の文化の日に、洞爺湖町役場防災研修ホールで行われました。
　今年は、功労表彰５人、貢献表彰 16人、善行表彰１団体２人が選ばれました。その他、在住 50年で　今年は、功労表彰５人、貢献表彰 16人、善行表彰１団体２人が選ばれました。その他、在住 50年で
70歳以上の 69人へ感謝状が贈られました。70歳以上の 69人へ感謝状が贈られました。



▽
西
岡
キ
ミ
子
さ
ん
（
洞
第
５
）

15
年
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
交
流
会

食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身

的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向
上
に

貢
献
。

▽
中
上
玲
子
さ
ん
（
清
水
）

11
年
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
交
流
会

食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身

的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向
上
に

貢
献
。

善
行
表
彰

善
行
表
彰

善
行
表
彰

善
行
表
彰

●
寄
附

感
謝
状

感
謝
状

感
謝
状

感
謝
状

　

洞
爺
湖
町
に
50
年
以
上
在
住

し
、
70
歳
以
上
の
方
々
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

■
虻
田
１
区

▽
吉
田
美
笑
子
さ
ん

▽
工
藤
憲
静
さ
ん

▽
工
藤
瑠
美
子
さ
ん

▽
菅
原
徹
さ
ん

▽
佐
々
木
京
子
さ
ん

■
虻
田
２
区

▽
宮
田
律
子
さ
ん

■
虻
田
４
区

▽
赤
間
ひ
ろ
子
さ
ん

■
虻
田
５
区

▽
故
・
片
岸
政
雄
さ
ん

▽
片
山
作
太
郎
さ
ん

▽
竹
内
廣
志
さ
ん

▽
阿
部
妙
子
さ
ん

▽
木
口
隆
久
さ
ん

■
虻
田
６
区

▽
德
丸
敬
さ
ん

▽
藤
田
カ
ツ
子
さ
ん

▽
德
丸
ミ
ヤ
子
さ
ん

▽
藤
田
正
弘
さ
ん

▽
前
田
マ
チ
子
さ
ん

▽
宮
古
照
雄
さ
ん

▽
宮
古
ヨ
シ
子
さ
ん

▽
中
西
節
子
さ
ん

▽
浦
井
勇
二
さ
ん

▽
小
林
百
合
子
さ
ん

■
虻
田
７
区

▽
佐
藤
喜
子
さ
ん

■
虻
田
８
区

▽
桑
島
信
子
さ
ん

▽
寺
島
功
子
さ
ん

▽
宮
本
ヤ
ヱ
子
さ
ん

▽
菊
地
秀
子
さ
ん

▽
大
川
富
男
さ
ん

■
青
葉
２
区

▽
中
川
昭
五
さ
ん

▽
中
川
桂
子
さ
ん

■
入
江
１
区

▽
杉
本
敦
子
さ
ん

▽
中
田
重
子
さ
ん

▽
佐
藤
則
子
さ
ん

▽
谷
良
男
さ
ん

▽
野
邊
き
い
さ
ん

▽
秋
山
薫
さ
ん

▽
宮
崎
三
記
子
さ
ん（
温
泉
８
区
）

16
年
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
交
流
会

食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身

的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向
上
に

貢
献
。

▽
大
西
則
子
さ
ん
（
川
東
）20

年
の

永
き
に
わ

た
り
社
会

福
祉
協
議

会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
交
流
会
食
事
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身
的
に
活

動
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

▽
藤
川
知
子
さ
ん
（
曙
）

16
年
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
交
流
会

食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身

的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向
上
に

貢
献
。

▽
高
田
修
さ
ん
（
洞
第
６
）

16
年
の
永
き
に
わ
た
り
社
会
福

祉
協
議
会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
交
流
会

食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身

的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向
上
に

貢
献
。

▽
毛
利
田
紀
さ
ん
（
洞
第
３
）

16
年
の

永
き
に
わ

た
り
社
会

福
祉
協
議

会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献

身
的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向
上

に
貢
献
。

▽
佐
長
邦
愛
さ
ん
（
洞
第
２
）

16
年
の

永
き
に
わ

た
り
社
会

福
祉
協
議

会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
レ
ク
リ
エ
ー

▽
村
上
喜
美
子
さ
ん
（
美
沢
西
）

16
年
の

永
き
に
わ

た
り
社
会

福
祉
協
議

会
ふ
れ
愛
ク
ラ
ブ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

献
身
的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。

●
寄
附

▽
前
澤
友
作
さ
ん
（
町
外
）

　
多
額
の
金
品
の
寄
附

▽
北
海
道
行
政
書
士
会
室
蘭
支
部

（
支
部
長
・
甲
田
啓
一
さ
ん
）

　
平
成
25
年
度
よ
り
10
年
に
わ
た

り
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
、
住
民
生
活
の

向
上
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
支
援
の
た

め
に
協
定
を
締
結
、
災
時
害
に
お

け
る
住
民
支
援
に
取
り
組
む
。
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シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

献
身
的
に
活
動
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
と
社
会
福
祉
の
向

上
に
貢
献
。

▽
若
狭
高
司
さ
ん
（
町
外
）

金
品
の
寄
附

▽
多
田
憲
之
さ
ん
（
町
外
）

金
品
の
寄
附

金
品
の
寄
附



▽
野
邊
哲
明
さ
ん

▽
菊
地
遊
子
さ
ん

▽
志
藤
武
志
さ
ん

▽
秋
山
博
子
さ
ん

▽
白
鳥
ゆ
き
子
さ
ん

■
入
江
３
区

▽
髙
橋
末
男
さ
ん

■
入
江
４
区

▽
中
添
武
さ
ん

▽
中
添
弘
子
さ
ん

▽
馬
場
松
江
さ
ん

■
泉
区

▽
工
藤
義
髙
さ
ん

▽
鈴
木
文
男
さ
ん

▽
工
藤
京
子
さ
ん

■
清
水
区

▽
青
柳
み
さ
を
さ
ん

▽
大
森
ミ
ツ
子
さ
ん

▽
広
瀬
貞
子
さ
ん

▽
老
久
保
綠
郎
さ
ん

▽
笠
谷
昌
蓮
さ
ん

▽
大
久
保
富
士
江
さ
ん

■
花
和
区

▽
田
中
智
惠
さ
ん

■
温
泉
２
区

▽
柴
田
和
夫
さ
ん

▽
太
田
多
恵
子
さ
ん

▽
宮
崎
和
子
さ
ん

■
温
泉
３
区

▽
神
山
和
子
さ
ん

地域懇談会についてのご報告
　９月28日（水）に洞爺地区の地域振興に関する地域懇談会を開催しました。町からの説明内容についてご報告
いたします。

平成 28 年より小葉投資開発株式会社から話しを受け、
ホテル洞爺サンシャイン・洞爺いこいの家の町有地を活
用した観光開発事業の協議を進めてきました。
　これまで基本的な確認事項をまとめた覚書の締結に向
け調整を行っていましたが、コロナ禍において調整が困
難な状況となり、令和４年１月に今後の開発計画の見通
しが立たないとの理由から本計画を白紙にしたいとの連
絡を受けました。
　町長選挙後の６月 24 日、下道町長が代表取締役社長
と面会しその真意を確認したところ、計画継続の意向は
あるが、ウクライナ侵攻などの影響により業績が悪化し、
事業始動の見通しが立たず、このままでは町へ迷惑をか
けるとの理由から計画を白紙にしたいとの意向を確認
し、７月 11 日に文書での回答を受領しました。町とし
てはコロナ禍における観光業の状況や昨今の社会情勢か
ら、計画の白紙についてやむを得ないと判断しました。
　今後については、いこいの家の老朽化対策について改
めて検討し、方向性が決定するまでは現在の施設を継続
して使用し、ホテル洞爺サンシャインについては景観対
策として先行して解体する方向で進めます。

　①洞爺地区の町有地活用に係る地域振興の経過報告に　
　　ついて

　②旧洞青寮の経過報告について
過去２回の公募を実施し、３回目に向けた売却条件の

見直しや賃貸を含めた検討を進めていましたが、新型コ
ロナウイルス感染症などにより延期となっています。
　今後の対応については、洞爺地区地域振興策報告書に
基づきスポーツ合宿・農業体験・観光イベント・生活体
験や山村留学などの宿泊施設のほか、定住対策としての

活用など柔軟性を持って協議を進めます。

　③旧洞爺歯科診療所の活用について
旧洞爺歯科診療所は、昭和 58 年１月から運営してき

ましたが、歯科医師の１人体制や体力的な問題、受診者
数の減少などが重なり昨年末で閉所となりました。閉所
後の施設については、洞爺湖町公共施設等総合管理計画
に基づき、廃止・売却予定施設として調整を進めており、
本年度中に医療系機材などの廃棄と清掃を行い、令和５
年１月以降に公募による売却を予定し、仮に応募者がい
なければ施設の取り壊しを含め土地の利活用の検討を進
めます。

　④緑沢団地解体後の跡地利用について
緑沢団地は、洞爺湖町公営住宅等長寿命化計画に基づ

き、令和４年度までに解体する計画となっています。　
解体後の跡地利用については、現時点では公営住宅の建
て替えなどの計画はありませんが、洞爺地区の中心部に
隣接する場所でもあるため、地域住民の意見を聴きなが
ら協議・検討を進めます。
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